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沢辺税理士事務所通信 

※※※         おさらい！ふるさと納税        ※※※ 

 ここ数年、お礼品の充実度がヒートアップしてきたふるさと納税。気になるけどまだしていない、という

方からがっつり満喫されている方まで様々ですが、今回はそのふるさと納税をおさらいしてみます。 

 

 ふるさと納税とは、お住まいの市町村以外へ住民税を納税すること（形式は寄附ですが）を言いま

す。寄附金の使い道を指定して地域を応援する、というのが当初の目的でしたが、いまはその寄附の

お礼品が充実しているため、これを目当てにふるさと納税をされる方がほとんど（ですよね？）です。 

お礼品には各市町村特産のお肉、お米、海産物、果物から、お酒、お菓子、宿泊券、中にはカブトム

シやニュースキャスター出場権（！）など様々なものがあります。「ふるさとチョイス」などのポータルサ

イトではカテゴリ別、地域別、寄附金額別などで細かく条件設定して探すことができます。 

 

時々勘違いされている方がいらっしゃいますが、ふるさと納税では節税できません。計算上、ふるさ

と納税をすると税負担が２，０００円は必ず増える仕組みになっています。ただ、２，０００円を超えるお

礼品がもらえることで、結果的にお得だということです。 

また、１年間でできるふるさと納税の金額には実質的に限度があります。限度額を超えると、寄附し

た金額に対して控除される所得税と住民税の額が少なくなり、自己負担が２，０００円を超えます。限度

額の計算は省きますが、例えば給与所得のみで年収６００万円の方ですと６万円～８万円位になりま

す（扶養家族数、その他の所得控除項目等により変動します）。前述の「ふるさとチョイス」などで、かな

り正確な試算ができますので、参考にされてから計画的にふるさと納税しましょう。このようなポータル

サイトに一度登録しておいてからクレジットカードなどでふるさと納税すると、かなりサクサク進みます。 

 

そしてふるさと納税した後は、確定申告が必要です。勝手には税金の精算はしてくれません。各市

町村から「寄附金受領証明書」が送られて来ますのでそれを確定申告書に添付して計算します。 

ただ平成２８年１月以降のふるさと納税にはワンストップ特例制度というものができており、１年間の

寄付先が５自治体までの場合確定申告をしなくても住民税から自動的に精算してくれるようになりまし

た。この制度を利用するためには寄附をした自治体に制度利用の申請書を送りますが、注意しないと

いけないのは、寄附をした全ての自治体にそれぞれ送らないといけないことです。申請書を送り忘れた

自治体があった場合、寄付先が６自治体を超えた場合、申請期限（１/１０ころ）を過ぎてしまった場合

は、あらためて「全て」の寄附金につき確定申告をしてください。 

 

また、ふるさと納税とは異なりますが、お礼品をもらえる制度として株主優待があります。これは上場

株式を持っている株主に対して、配当金と合わせて各企業がお礼品をくれるものです。「株主優待生活

の桐谷さん」などが有名です。私も一時期いろいろもらったことがあり、商品割引券、商品詰め合わせ、

牛丼金券、居酒屋金券、スーツ贈答券、ＪＲ５０％割引券、航空料金割引券、スポーツクラブ利用券な

ど結構重宝していました。金券ショップで換金も可能だったりします。こちらに興味のある方は個別に

（笑）お問い合わせください。 


